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主国は 1 カ月足らず後の 1895 年 5 月に幕を降ろしてしまう 
3
。そして、6 月 7 日に日本軍




































 3 呉密察「一九八五年『台湾民主国』の成立過程」『台湾近代史研究』（台北：稻郷、1994 年）、1 ～ 50 頁。
 4 台湾総督府警務局編『台湾総督府警察沿革志』（台北：台湾総督府警務局、1933 年）第 1 編、6 頁。
 5 羅惇曧・俞明震・呉徳功『割台三記』（台北：台湾銀行、1959 年）；洪棄生『瀛海偕亡記』（台北：台
湾銀行、1959 年）；連橫『台湾通史』巻 4、巻 36 を参照。
 6 呉徳功「譲台記」羅惇曧・俞明震・呉徳功『割台三記』46 頁所収。













　J. W. Davidson の実体験は、上述した状況を裏付ける貴重な一次史料である。アメリカ
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1895 年 5 月に再建したと見なしている 
14
。この点から考えると、ここでいう新竹保良局の
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　新竹地区では、雍正年間（1723 ～ 1735 年）に地方行政制度が順次整えられていった。行
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